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第111回唐津市立小川小学校 卒業証書授与式  
西岡秀真さん、前川大和さん、卒業おめでとう。 

 学校長の式辞で話せなかったことをここに書きます。 

私は、アンジェラ・アキさんの「手紙」という曲がとても大好きです。 

15歳の自分が数年後の自分にあてた手紙をテーマにした歌です。 

その歌詞の中に「今を生きてる」というフレーズが繰り返し登場します。 

どんなに後悔しても昨日という時間は、もう戻っては来ません。 

また、どれだけ不安を抱えていても「明日」は、まだ訪れてはいません。 

過ぎたことやまだ起きていないことに心を奪われず、何より貴重な「今」という瞬間を大切

に生きて欲しいと思います。 

そして、「手紙」にはこんな歌詞もあります。「人生のすべてに意味がある」 

秀真さんも大和さんも将来、大きな壁にぶつかったり、出口の見えない暗いトンネルに迷い

込んだりして、逃げ出したいくらい辛いめにあうことがあるかもしれません。 

でもそんな時、不運をなげくのではなく、こんなふうに問いかけてみて下さい。 

「この事は何を自分に教えるために起きたのか？」と。迷いや不安を乗り越える力が湧いて

くるはずです。        ～～二人のこれからに幸あれ！！～～ 

 ご来賓の皆様からも、心温まるお祝いの言葉や励ましの言葉をいただき感謝申し上げます。

今後とも、小川小中学校へのご支援とご指導をよろしくお願いします。 

 
異動される先生方の紹介  
【中学校】（敬称省略） 

転出・退職される先生 異動先 転入される先生 備考 

小松 孝之 鏡中学校へ 伊東 泰弘 城東中学校より 

坂井 謙太（社） 国見中学校へ 光武 正夫（社） 小川小学校より 

中尾 弘樹（数） 退職 小山  郁（国） 第五中学校より 

菰方 一歩（理） 退職 江島 佳博（理） 鏡中学校より 
楢崎 篤志（体） 西唐津小学校へ 吉永 香佑（体） 南波多郷学館より 

  小林 禎輝（数） 第五中学校より 

  山本 正憲（美） 打上小学校より 

 
【小学校】（敬称省略） 

転出・退職される先生 異動先 転入される先生 備考 

光武 正夫 小川中学校へ 堤  義典 北山小学校より 

坂田 輝人 入野小学校へ 山本ミサ子 佐志小学校より 

【自立・貢献】～未来へはばたく子どもたち～ 



４月の主な行事  
7 金 赴任式、始業式（給食なし） 

11 火 入学式（給食なし） 

12 水 島案内（午後）、知能検査（小 2・4・6、中 2） 

13 木 家庭訪問、発育測定（放課後）、NRT テスト（小２～６） 

17 月 小 1 年給食開始 

18 火 
全国学力学習状況調査（小 6：国・算・質）（中 3：国・数・英・質） 

県学力学習状況調査 （小 5：国・算） （中 2：国・数・英） 

19 水 交通安全教室（小中）、内科検診 

20 木 歓迎遠足（小学校） 

24 月 区民合同体育大会運営委員会、実力テスト 1（中 3） 

25 火 区民合同体育大会結団式、実力テスト 1（中 3） 

26 水 玉ねぎ収穫（午後） 

28 金 授業参観・育友会総会 

29 土 歓送迎会 

★行事は変更の可能性があります。その際は、メールやお便りにてお知らせします。 

 
最校長のつぶやき   

子どもの教育は、保護者と地域が学校と密接に連携することで、よりよい教育の推進を図

ることができます。 

しかし、残念ながらコロナ禍で保護者と地域と学校が協力・連携できる行事を実施するこ

とができず、校長としてはとてもさみしい思いでした。唯一、今年度の体育大会では保護者

と地域の方々と少し連携ができたと実感が持てました。ささやかな喜びでした。ささやかな

喜びでありましたが、こういう思いは、知らず知らずに子どもたちの心に届いていることが

多くあります。 

保護者と地域の方々、そして、学校が思いっきり笑い合える、感動し合える、そういう学

校の行事をすることができたら、それが子どもたちにとって心に届く最大のプレゼントにな

ると思います。 

 願わくば、子どものために大人同士認め合いながら協力し合う姿を見せて、大人のよい部

分をしっかり感じ取らせてあげてください。それが、保護者や地域の方々の大切な役割だと

思います。 

私は学校では『いつも、人から』…人を大切にするという経営理念で学校を運転してきま

した。学校に関わっていただいているすべての方々を大切にしたいと思いました。人を尊重

し、敬意を持って接することができなければ、人としてつまらないと思っていたからです。 

しかし、運転が下手で至らないことが多くあり、みなさんにご迷惑をかけたこともありま

した。逆に、小川の方々に大切にしていただき、多くの励ましをいただきました。 

とても感謝しております。これまでご厚情をいただいた皆様のご恩は一生忘れません。 

２年間、大変お世話になりました。ありがとうございました。 

 


